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～人とペットと野生動物が共に暮らせる島をめざして～



年間平均気温は23℃
真冬でも
雪や霜をみることは

ありません

東京

小笠原

都心から
南へ約1000Km
おがさわら丸で
25時間半

母島

父
島

弟島

兄島

ははじま丸で
約2時間

小笠原諸島は東京都の一部で、
都心から南に約1000㎞に位置し
30あまりの島々から成り立って
います。緯度は沖縄とほぼ同じ(
父島27度)で、亜熱帯に属し四季
を通じて温暖多湿な海洋性の気
候です。多くの島のうち一般の
人が住んでいるのは

父島(約2000人)と母島(約450人)
のみです。
小笠原には空港がありません。
本土からの交通手段は週に一度
の定期便「おがさわら丸」のみ、
片道25時間半の船旅になります。
母島へはそこからさらに「はは
じま丸」で約2時間です。

℃

小笠原ってどんなところ？

とくべつな島

小笠原の島々は今まで一度も大陸と繋がったことがない海洋島です。この
ような島には、植物も動物も、風か波に運ばれるか、羽があれば飛んでく
るかしかたどり着く方法はありません。そのため、小笠原の生き物は独自
の環境で進化し、世界でもここでしか見られない生き物(固有種)が多く存
在します。そして2011年にはユネスコの世界自然遺産にも登録されました。
現在、世界自然遺産は229件※1登録されていますが、その中で首都にある自
然遺産は2件※2のみ。そのうちのひとつが、この小笠原諸島です。

※1  2015年現在。世界自然遺産・複合遺産を含む
※2  小笠原諸島・日本国東京都、モーン･トロワ･ピトンズ国立公園・ドミニカ国ロゾー市



海洋島である小笠原諸島にはもともと肉食哺乳類はいません。外
敵のいない環境で進化した動物たちは警戒心が薄く、地上で長く
行動するなどの特徴があります。こういった動物たちは人間に
よってもちこまれたネコに対する防衛手段をもっていませんでし
た。

「あかぽっぽ」と呼ばれる固有種「アカガシラカラスバト」は一
時生息数が40羽ほどになり絶滅寸前まで追い込まれました。その
ころに撮影されたのがこの写真です。
ネコがくわえているのは自分よりも大きいカツオドリという海鳥。
成鳥は翼を広げると1.5mにもなります。ネコは優秀なハンターで
あり、この島最強の捕食者なのです。

プロジェクトのきっかけ

これをきっかけに山に住む
野良ネコたち（ノネコ）の
捕獲が始まりました。

しかし、問題は捕獲したネ
コの行き先です。捕獲され
たネコに新たに飼い主を見
つけようとしても、小さな
島の中では受け入れられる
数は限られています。

島の中で行き場のないネコ、
逃げ場のない野鳥。

どうにもならない事態に島
の住民の意見も分かれ簡単
にはまとまりませんでした。
そんな中、東京都獣医師会
が受け入れに手をあげまし
た。



野生動物もネコも救おう

今まで、こうした行き場のな
いネコたちは殺処分されるし
かないと考えられていました。
しかし、それまで誰も言わな
かった「ネコも救おう」とい
う言葉が、止まっていた島を
揺り動かし、今に続く連携が
始まります。

現在までに約500頭(2016年1月現在)のネコが小笠原からはる
ばる船に揺られて本土へ到着し、そして新たな家族のもとで
幸せな生活を送っています。

㮑
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㮒

小笠原のネコたちの里親になってくだ
さった方々にこの場を借りてお礼申し上
げます。



ネコの糞から居る場所を調べ、自
動撮影カメラにネコが写ることを
確認して捕獲カゴを設置します。

捕獲カゴを設置したら毎日見回り
です。ネコが捕まったらカゴごと
背負って山をおります。

捕獲されたノネコは本土の受
け入れ先病院が決まるまでの
間、この「ねこまち」と呼ば
れる建物で暮らします。

現地のスタッフは、
まだ人に慣れていな
いネコたちに毎日声
をかけ、島を離れる
まで健康で過ごせる
ように愛情を掛けお
世話をしています。

しまネコの引っ越し大作戦

START!

ネコ耳の屋根！

糞を探して…

そして、船に乗り
里親さんのもとへ…

動物病院での馴致
(人に慣らす)

到着してすぐの
頃はまだ恐がり
なネコもいます。

まだ少し緊張…

なでなでって
悪くないかも?

だっこ練習中

あんた誰よ〜
〜

院内をおさんぽ♪

このように人が多く通
るところで生活をさせ
て慣れさせます。

生活にも慣れてきた！

おひざの上 大好き！

もっとなでて♥

GOAL!

病院に到着！



マ
ハ
ロ
を
家
族
に
迎
え
て
3
年
半
䣎

ツ
ン
デ
レ
で
ご
飯
は
な
で
て
あ
げ
な
い

と
食
べ
ま
せ
ん
䣎
弟
ク
ク
ナ
が
来
た
の

で
母
親
が
わ
り
に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
䣎

人
間
の
心
情
を
読
み
と
る
賢
さ
と
䣍
野

生
が
ぬ
け
き
ら
な
い
臆
病
さ
は
あ
り
ま

す
が
䣍
最
近
は
少
し
太
り
ぎ
み
で
ス
レ

ン
ダ
㱂
だ
っ
た
フ
ォ
ル
ム
は
ど
こ
へ
や

ら…

か
け
が
え
の
な
い
家
族
の
マ
ハ

ロ
と
ク
ク
ナ
に
で
あ
わ
せ
て
頂
け
た
こ

と
䣍
感
謝
し
て
い
ま
す
䣎
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
䣎

空
と
う
ち
の
わ
ん
こ
と
一
線
を
置
き

な
が
ら
䣍
ま
㱂
ま
㱂
仲
良
く
し
て
い

ま
す
䣎

初
め
て
の
猫
と
の
生
活
は
驚
き
い
っ

ぱ
い
で
䣍
動
き
が
速
い
䣍
ど
こ
で
も

上
る
䣍
引
っ
掻
く
䣍
噛
む
䣍
最
初
は

足
や
腕
は
傷
だ
ら
け
で
し
た
䣎
わ
ん

こ
も
始
め
は
ビ
ビ
ッ
て
ま
し
た
が
䣍

そ
の
う
ち
向
か
っ
て
行
く
様
に
な
り
䣍

今
は
一
日
激
し
い
バ
ト
ル
の
後
は
䣍

二
人
仲
良
く
昼
寝
す
る
を
繰
り
返
し

て
ま
す
䣎

ル
ル
が
我
が
家
に
来
て
㱽
年
䣎

い
つ
も
み
ん
な
の
中
心
に
い
ま
す
䣎

㱺
年
前
に
き
た
弟
の
り
ゅ
う
と
も

と
て
も
仲
良
し
で
す
䣎
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
ソ
ッ
ポ
向
く
の
で
お
や

つ
で
つ
ら
な
い
と
か
わ
い
い
写
真

は
撮
ら
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
䣎

楽
し
い
時
も
悲
し
い
時
も
い
つ
も

一
緒
で
す
䣎
ル
ル
の
可
愛
さ
・
優

し
さ
が
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
ま
す
䣎

紹介させていただいたとおり、島外の引き取り協力者(飼い主さんと獣医師)
の役割は大きく、このような方々を増やすことが今後の課題の一つでもあり
ます。小笠原の自然を守っていくため、是非ご協力をお願いいたします。
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２ヶ月後

小笠原村ネコ譲渡ページ
www.ogasawaraneko.jp/

共立製薬 譲渡・里親捜しのマッチングサイト
www.veterinary-adoption.com

こちらを
チェック！



小笠原動物派遣診療

父島には動物病院がないため、多くの患者さんがこの派遣診療に来ます。毎年こ
の時期だけ、地域の交流センターが動物病院に変わり、健康診断・飼育登録・マ
イクロチップの挿入・不妊化手術などが行われています。行政や地元のNPO法人
と共に始められたこの事業も今年で8年目を迎えました。派遣診療の目的は
“ペットの適正飼養を啓発すること”です。つまり、診察を通して「小笠原固有
の生き物を守りながら、大切なペットとどのように付き合うかを患者さん自身に
考えてもらうチャンス」としてこの事業は設けられています。

「人とペットと野生動物の共存」にはネコの捕獲だけではなく島民の方々の協力
が不可欠です。これ以上ノネコを増やさないためにも、地域の住民が責任を持っ
てネコを飼育できる仕組みが必要です。小笠原村では1998年に全国初のネコの個
体登録条例が制定されました。こういった取組みの中のひとつが派遣診療です。

また、大変残念なことですが、この島
でしか暮らせない多くの命を守るため、
ネコ以外のヤギやトカゲなど多くの外来
種を殺処分しています。大切な理由があ
り、仕方なく行っていることですが、こ
の趣旨が誤って捉えられ、理由もなく生
き物を殺すことをあたり前と感じる大人
を育ててしまうことを恐れています。そ
ういった中で学校飼育動物を通して

しまの未来を支える
こどもたち

生き物への親しみをもち、
愛情を持って世話をするこ
とで他者に対する思いやり
培うことを期待しています。

今年度は母島の小学校1・2年生、
父島の小学校1年生を対象に動物ふ
れあい授業、父島の中学校1年生を
対象に道徳の授業を実施しました。
小笠原村では様々な事情(飼いネコ
適正飼養条例や住宅事情など)によ
りペットを飼養する世帯が減少傾
向にあります。



野生動物復活のきざし

2005年頃、生息数が40羽ほどと絶滅寸
前だったアカガシラカラスバトは、こ
のような活動により、その生息数が
200～300羽ほどまでに増加してきてい
ます。最近では集落地でも目撃される
ようになりました。また、2014年には
母島南崎の海鳥繁殖地でカツオドリの
営巣･巣立ちが、8年ぶりに確認されま
した。

ハト目撃数とネコ捕獲数の推移

ネコの捕獲がすすむに
つれて、ハトの目撃数
も増えています！

集落地付近でみられたアカガシラカラスバトの集団

(上）カツオドリの親子。左
が親鳥。（中）カツオドリ
の雛。ともに母島南崎にて。
(下）バードストライク。写
真は窓ガラスへの衝突事故。
生息数の増加とともに、新
たな危険も生まれました。

草木が移る窓には
ガラスだとわかるように
ステッカーを貼ってね

しかし、ネコの繁殖力は強く手を
緩めればあっという間に元の状態
に戻ってしまいます。
父島のノネコの推定生息頭数は
2013年には10頭まで減少しました
が、昨年は30頭前後まで増えてし
まいました。これは罠にかかりず
らい「難捕獲ネコ」の繁殖が盛ん
になったことが原因のひとつと考
えられています。
また、アカガシラカラスバトの生

息数が少しずつ増えてきたため、
車や窓ガラスへの衝突などがみら
れるようになりました。人が原因
となる事故を減らす注意や工夫も
必要とされます。
さらに、母島にはまだ推定200頭
弱ものノネコが生息しています。
引き続き多くの受け入れが必要と
されています。



ここでお話ししたネコの捕獲事業は
「対症療法」でしかありません。た
くさんのネコたちを捕獲し続けてい
くだけでは何も解決しません。
これ以上ノネコを増やさないために、
小笠原村では条例により飼いネコの
登録、マイクロチップの挿入が義務
づけられています。今後も、飼いネ
コの不妊去勢の徹底、室内飼養など
この島でネコと暮らすよりよい方法
を考え、推進していくことが大切で
す。

また、これはネコだけに限られる
ものではありません。ペットとして
飼われている様々な動物(例えばウ
サギやフェレット、インコなど)が
人間によって島内に連れてこられ、
誤って逃がしてしまったら、島の生
態系に大きな被害を及ぼす可能性が
あります。こういった問題に関して
も、各関係機関が集まり「愛玩動物
WG※」を立ち上げ、小笠原にふさわ
しいペットの適正な飼い方、共生の
仕方を検討しています。

外来種は悪い生き物ではありませ
ん。悪いのは連れてきて放置した人
間です。小笠原にお住まいの方、来
島される方には、植物や昆虫も含め、
今後新たな外来種を持ち込まないよ
うお願いいたします。

未来へむけて

このような活動は小笠原村と東京都獣医師会のみ
で行われているわけではありません。環境省、林
野庁、東京都、NPO法人小笠原自然文化研究所
(iBO)など多くの組織が関わり成り立っています。
これらのメンバーで構成されたネコ連では「人と
ペットと野生動物が共存して暮らせる島づくり」
の実現を目指し、各団体がどのようなことが出来
るのか、皆で知恵を出し合っているのです。

小笠原ネコに関する連絡会議
(通称：ネコ連)

※愛玩動物による新たな外来種の侵入・拡散
に関する地域課題ワーキンググループ



動物たちを出会わせたのは人間だ
人間にできることがあるはずだ

2016年3月1日 発行

編 集：（公社）東京都獣医師会
参考資料：「島ネコマイケルの大引っ越し」環境省

「アカガシラカラスバトの棲む島で」iBO
「オガサワラオオコウモリ森をつくる」小峰書店

写真提供：NPO法人小笠原自然文化研究所(iBO)
協 力：小笠原ネコに関する連絡会議

(環境省小笠原自然保護官事務所・
小笠原総合事務所国有林課・
林野庁小笠原諸島森林生態系保全センター・
東京都小笠原支庁・小笠原村・
小笠原村教育委員会・iBO)

小笠原海運
フォント：さなフォン©沙奈

隼文字（Falcon Font）©霧風 隼
takumi書痙フォント©takumi

小笠原ネコプロジェクト


